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社会教育委員にスポーツ大会のあり方を諮問しました 

図書室リニューアル2か月　どうぞお寄りください 

委員名 町内名

幡宮　　正光（会長) 八幡

越山　麻貴子（副会長) 大野地

湊　　　弘一 （学校)

遠藤　由美子 今戸

小林　　康子 葹田

湊　　　教良 坂本

小林　　聡子 館岡

「井川町の各種スポーツ大会のあり方」について（諮問) 
　コロナ禍の中、多くのスポーツ事業の中止について、町民からは残
念だという声とともに、本当に必要であったかという意見を上がって
います。中でも町民体育大会や井川マラソンについては長年その内容
や運営について課題が出されて今日に至っております。 
　つきましては、各種スポーツ大会について、今後の実施の可否、時
期、運営主体、内容等について、社会教育推進、生涯スポーツ振興の
観点から具体的提言や意見をお願いします。

秋田県立図書館から6月中
旬まで麺をテーマに41冊
の本を借り受けました。
自宅への貸出もしていま
す。「本格蕎麦打ち」
「駅そば東西食べ比べ
100選」「一杯のラーメン

が日本を救う」「懐かし即席麺大全」「おうちで丸亀製麺」「魔
法のパスタ」「本当に旨いスパゲッティの作り方」など、どう
ぞお楽しみください。

　4月5日にリニューアルした公民館図書室が開館して2か月近くが経過しました。5月末で図書利用カードをつくった方は
67名、貸出冊数は297冊となっており、登録者数と貸出冊数が昨年を大幅に上回るなど、利用は順調です。 
　コロナ禍はまだまだ続き、家にいる時の多い毎日です。どうぞ新刊、雑誌、「麺の本」などご利用ください。 

「うちの父が運転をやめま
せん」（垣谷美雨)、「い
い女ふだんブッ散らかして
おり」（阿川佐和子)、「路
上のX」（桐野夏生)、「夜
明けのM」（林真理子)、
「シーソーモンスター」
（伊坂幸太郎)など、4月の新刊47冊が貸出可
能です。 

5月25日付け秋田魁新聞に、遠藤勇人教育委員の
図書室をテーマにしたエッセイが掲載されまし

麺の本41冊

新刊
47冊

雑誌（14種類)のバックナンバーも貸し出ししています。

　　5月11日、今年度の第一回社会教育委員の会議が新たな委員のもと
スタートしました。今年度から公民館運営審議会も兼ねたこの会に次の
諮問を行い、来年の2月に答申をいただくこととしております。 

mailto:kyouiku@town.ikawa.akita.jp


今年度の第一回学校応援協議会を開催しました 

教育委員会関係
6月の予定

　日  曜 内　　　　　容

 19日  土 男鹿潟上南秋総合体育大会1日目

 20日  日 男鹿潟上南秋総合体育大会2日目

 28日  月 教育委員会6月定例会

6月定例会（6/28 13：30 ）農村環境改善セン
ターの傍聴を希望する方は事務局（874ー4424）
までご連絡ください。

教育委員会フェイス 
ブックをご覧ください。 
www.facebook.com/
ikawamatikyoui/

　　6月の放課後子ども教室 
次のとおり開催します。ふるってご参加くださ
い。 

1・2年生  6/  2（水）算数　学校2年生教室    
　　　　　6/11（金）英語　　　　〃 
3・4年生  6/  9（水）算数   学校学習室 
               6/14（月）英語　         〃 
5・6年生  6/16（水）算数　　　　〃  
               6/21（月）英語　　　　〃

委員名 町内名

遠間　　富和（会長) 田中

鎌田　千津子（副会長) 小今戸

湊　　　正明 横岡

田中　　弘美 新屋敷

佐々木　雅洋 五城目町

佐藤　　聡子 小泉

半田　　幸輝 羽立

渡部　　優子 宇治木

三浦　　　歩 井内

小林　　聡子 館岡

委員から出された主な意見（□)と学校からの回答（◆) 

□自分たちのルールづくりのために、児童生徒会の総会な
どでは子どもたちからどのような意見が出されている
か。子どもたちとのギャップを埋めて、委員として何がで
きるか考えていきたい。 
◆校則については新聞等で話題となっていることもあり生
徒の関心も高い。子どもと一緒に納得できるルールが必
要。委員の方々からも関わってもらいたい。 

□1年から4年生までの前期の子どもたちにも複数担任制を
取り入れてほしい。学力の差を埋め落ち着いて学習でき
るようにするためには複数担任制はより望ましいのでは
ないか。 
◆前期については生活支援員がフォローしているのが現
状。教員の数が限られていることもあり全部での複数担任
制は難しいが、まずは学力面をしっかり保障することから
取り組みたい。

　5月20日、今年度の学校応援協議会を新
たなメンバーで開催しました。 
　第一回目は、京野校長が今年度の学校運
営方針の説明をし、委員の方々からは多く
の意見をいただいた後、全員一致で方針を
承認しました。 
　義務教育学校も4年目となりました。地
域と学校がこの協議会により一層緊密に
なって、新しいステージの成果が出せるこ
とを期待しています。 




